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令和４年度第１回安城市ごみ減量推進委員会 次第（結果） 

 

令和４年７月２５日（月）午後２時～ 

             安城市役所 本庁舎３階 災害対策本部室 

１ 委嘱状交付 

 

２ 産業環境部長あいさつ 

 

３ 会長・副会長選出 

  ・会長：杉浦ひろ子委員 

  ・副会長：浅田奈津子委員 

 

４ 自己紹介 

 

５ 説明・報告事項 

（１）ごみ減量推進委員会について（資料１） 

 

（２）令和３年度事業実績報告について（資料２） 

【委員からの質問】 

（質問）ごみの減量・分別説明会及びキャンペーンの実施が、令和２年度、

３年度と大幅に減っているが、何か影響はありましたか。 

（回答）感染症の影響により減少してはいますが、分別に関するＤＶＤを作

成、各町内会にお配りし、クリーン推進委員さん等に勉強をしてい

ただいているので、不法投棄等の発生量が増えたなどの影響はあり

ませんでした。 

 

（３）令和４年度一般廃棄物処理実施計画に基づく進捗状況について 

（資料３）  

 

（４）令和４年度の主なごみ減量施策について（資料４） 

  ・新たな施策 

   ①食品ロス削減マッチングサービス「Anjo たべ Ring by タベスケ」 

    消費者と店舗をつなぎ、余った食材などの食品ロス削減を目指す、 

パソコンやスマートフォンから利用できるシステムです。（４月から） 
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   ②ボトル to ボトルリサイクル 

    サントリーグループとの協定により、ペットボトルを再びペットボト

ルに生まれ変わらせ、より環境負荷の少ないリサイクルに取り組みま

す。安城市内から排出されたペットボトルが、サステナブルボトルと

して、既に店頭に出回っているそうです。（４月から） 

   ③安城七夕まつり 

    ＳＤＧｓに関する啓発として「ボトル to ボトルリサイクル」をメイン

に実施します。ごみ減量の集中キャンペーンも併せて事務局のみで実

施します。 

   ④図書情報館ブラウジングコーナー 

    アンフォーレでの関連図書とのコラボ展示です。５月に「Anjo たべ

Ring」、６月に「ボトル to ボトルリサイクル」についての展示を実施

しており、次回は１０月に「食品ロス削減月間」の展示を予定してい

ます。 

   ⑤リサイクルフェア 

    本市の市制施行７０周年の記念事業として、１０月にリサイクルプラ

ザで、リユース品の販売などを中心としたイベントの実施を予定して

います。 

【委員からの質問】 

（質問）食品ロス削減マッチングサービスについての様子を教えてください。 

（回答）現時点での登録数 店舗１３件 

安城市内ユーザー 約１，３００人 

愛知県内ユーザー 約１，７００人 

今のところ店舗側の食品のロスが発生していない為、実績がない状

況です。今後も店舗の訪問やシステムの使い方等の説明を行うこと、

新規登録店舗も開拓していきたいと考えています。 

 

６ 協議事項  

（１）一般廃棄物処理基本計画策定のためのアンケ―ト調査の結果につい   

  て（資料５） 

・５年前に現行の基本計画を策定した際に実施したアンケートと概ね同じ 

ものです。ごみ減量などについての意識の変化を調査しました。 

・集団資源回収を利用している人が減少していますが、資源回収の実施回 

数そのものが（感染症拡大の影響により）減少していることが、大きな原
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因と考えられます。 

・食品ロスという言葉が広く一般的に知られるようになりました。 

・ごみカレンダー、ごみと資源の分け方・出し方早わかりブックは、変わ  

らず情報の入手先として大きなウエイトを占めていますが、パソコンやス

マートフォンで情報を入手するとの回答が５．５ポイント増えています。 

 

（２）一般廃棄物処理基本計画（案）について（資料６） 

・原案のとおり承認 

  ・８月１７日から９月１６日まで、パブリックコメントを実施します。 

  

７ その他  

・次回委員会（答申） 日時 １０月１９日（水）午後２時～ 

             場所 安城市役所 本庁舎３階 第１０会議室 

 

【委員からの意見・質問】 

（意見）先日、アンフォーレで開催されたＴＡＳＫＩサミットに参加しまし

たが、その際に市長がボトル to ボトルのお話をされていました。

安城市ならではの企業との交流を深め、環境に良い方向に持って行

っていただけると良いと思いました。 

 

（意見）先日テレビ新聞等を見ていて、焼却炉の灰の処理時に、金・銀・レ

アメタル等が排出されて、年間に何千万円の売却益を得た都市があ

るということを知りました。安城市の焼却施設でも、将来計画を立

てる際に入ってくると良いかなと思いました。 

（回答）本市の焼却炉は単純に灰にするしかない焼却炉なのですが、将来 

新たな施設を作る際にはそういったものもふまえて検討していき

たいと思っております。 

 

（質問）町内会で、動物のし尿処理の中で発電をするという業者さんから  

の提案がありました。安城市でもそういった取り組みについての話

はあるのでしょうか。 

（回答）バイオマスエネルギーについては、今後も情報収集をして考えて     

いきたいと思っております。 


